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現
在
、
私
た
ち
が
よ
く
聴
く
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
は
、
１
６
０
０
年
以
降
に
創
ら
れ

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
成
り
立
ち
や
精
神
は
、

時
代
を
遡
っ
て
、
音
楽
が
社
会
や
生
活
と

ど
ん
な
関
係
が
あ
り
、
人
々
が
ど
の
よ
う

に
音
楽
を
享
受
し
て
き
た
の
か
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
深
く
理
解
で
き
る
。
こ
の
章

で
は
、
西
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
基
礎

と
な
っ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
か
ら
、

20
世
紀
ま
で
の
音
楽
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

ル
ネ
サ
ン
ス
ま
で
は
教
会
と

世
俗
の
音
楽
は
分
離
し
て
い
た

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
、
音
楽
は
神
話

と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
ま
た
、
体
育
と

並
ん
で
人
間
形
成
に
大
き
く
影
響
を
与
え

る
学
問
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
プ
ラ
ト
ン

や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
な
ど

多
く
の
哲
学
者
た
ち
も
音
楽
に
つ
い
て
研

究
し
、
持
論
を
展
開
し
た
。

そ
の
後
15
世
紀
ま
で
の
１
０
０
０
年
に

わ
た
る
中
世
で
は
、
音
楽
の
中
心
は
教
会

や
修
道
院
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
グ
レ

ゴ
リ
オ
聖
歌
が
生
ま
れ
、
楽
譜
が
発
明
さ

れ
た
。
ま
た
、
宮
廷
や
庶
民
の
間
で
は
、

歌
曲
や
舞
曲
を
中
心
と
す
る
音
楽
が
発
達

し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
歴
史
を
掴
む
ポ
イ
ン
ト

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
始
ま
り
１
６
０
０
年
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

1700 1750 1800 1850 1900 1950～�
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1730～1760�

前古典派�
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印象主義（仏）�
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後期ロマン派�
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　　　　　　　　　　　　　コンピュータ音楽�
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　　後期�
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15
世
紀
の
終
わ
り
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時

代
が
到
来
す
る
と
、
印
刷
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
、
教
会
音
楽
と
世
俗
音
楽
の
垣
根

が
な
く
な
り
始
め
る
。
そ
し
て
オ
ペ
ラ
の

誕
生
と
時
を
同
じ
く
し
て
１
６
０
０
年
、

バ
ロ
ッ
ク
時
代
が
始
ま
る
。

バ
ロ
ッ
ク
時
代
は
、
バ
ッ
ハ
が
没
す
る

１
７
５
０
年
ま
で
の
約
１
５
０
年
間
を
指

し
、
バ
ッ
ハ
の
ほ
か
、
ヘ
ン
デ
ル
、
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
が
そ
の
後
期
に
活
躍
し
た
。

そ
の
後
１
８
２
０
年
頃
ま
で
が
、
前
古
典

派
と
古
典
派
の
時
代
。
古
典
派
は
、
ハ
イ

ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
と
い
う
私
た
ち
に
い
ち
ば
ん
馴
染
み
の

深
い
３
巨
匠
が
活
躍
し
た
時
代
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
ウ
ィ
ー
ン
を
拠
点
に
活
動
し
た

の
で
、
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
と
も
呼
ぶ
。
こ

１
６
０
０
年
以
降
は
よ
く
知
ら

れ
た
作
曲
家
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

の
時
代
に
交
響
曲
の
形
が
完
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
19
世
紀
に
入
る
と
ロ
マ
ン
派
が

花
を
開
く
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
、
文
学

や
詩
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
が
歌
曲
の
全
盛
時
代
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
シ
ョ
パ
ン
、
リ
ス
ト

な
ど
数
多
く
の
有
名
な
作
曲
家
が
出
現
。

ロ
マ
ン
派
は
世
紀
の
半
ば
で
初
期
と
後
期

に
大
き
く
分
け
ら
れ
、
後
期
か
ら
世
紀
末

に
か
け
、
民
族
主
義
的
な
色
彩
が
濃
く
な

っ
て
い
っ
た
。
オ
ペ
ラ
の
両
雄
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
を
初
め
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
や
マ
ー
ラ
ー
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
な
ど
が
活
躍
し
た
。

そ
し
て
、
20
世
紀
に
入
る
と
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
は
そ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
や
構
成

を
放
棄
し
始
め
、
12
音
音
楽
や
電
子
音
楽
、

偶
然
性
音
楽
な
ど
新
し
い
音
楽
の
形
を
模

索
し
て
い
っ
た
。
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B.C. A.D. 400 800 1200 1300 1400 1500 1600

ギリシア・ローマ� 中世� ルネサンス�

前5～4世紀頃�

ギリシア古典時代�

1150～1230�

ノートルダム楽派（仏）�

グレゴリオ聖歌� 1230～1325�

アルス・アンティカ（仏）�

15C～16C�

フランドル楽派�

1600～1620�

初期�

1620～1680�

　　　　中期�

16C�

ローマ楽派�

ブルゴーニュ楽派�

14C�

アルス・ノヴァ（伊）�



音
楽
の
語
源
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
ム
シ
ケ
ー
。
全
能
の
神
ゼ

ウ
ス
と
記
憶
の
女
神
ム
ネ
モ
シ
ュ
ネ
の
間
に
生
ま
れ
た
女
神

ム
ー
サ
に
由
来
す
る
。
一
般
的
に
は
、
英
語
読
み
の
ミ
ュ
ー

ズ
の
ほ
う
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ミ
ュ
ー
ズ
は
文

芸
・
音
楽
・
舞
踊
を
司
る
女
神
で
、
そ
の
数
は
１
人
、
３
人
、

７
人
、
９
人
と
時
代
に
よ
っ
て
違
う
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
古
典

期
以
降
は
９
人
と
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前
が
あ
り
、

ロ
ー
マ
時
代
の
後
期
に
は
、
音
楽
や
文
芸
、
舞
踊
、
歴
史
な

ど
の
受
け
持
ち
分
野
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

ミ
ュ
ー
ズ
と
共
に
音
楽
に
関
係
の
深
い
神
が
、
ゼ
ウ
ス
の

お
気
に
入
り
の
息
子
・
太
陽
神
ア
ポ
ロ
ン
と
は
み
出
し
者
の

息
子
・
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
（
別
名
バ
ッ
カ
ス
）。
ア
ポ
ロ
ン
は

光
と
真
理
の
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
音
楽
と
詩
の
神
で
、
キ

タ
ラ
と
呼
ば
れ
る
７
弦
の
楽
器
を
演
奏
し
た
。
一
方
、
デ
ィ

オ
ニ
ソ
ス
は
酒
と
舞
踏
の
神
で
、
官
能
的
に
人
を
酔
わ
せ
る

力
を
持
つ
。
彼
の
従
者
は
、
ア
ウ
ロ
ス
と
い
う
オ
ー
ボ
エ
の

よ
う
な
縦
笛
を
得
意
と
す
る
。
こ
れ
は
、
メ
ド
ゥ
ー
サ
の
首

が
切
り
落
と
さ
れ
た
時
、
そ
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
だ
妹
の
慟

哭
に
心
を
動
か
さ
れ
た
女
神
ア
テ
ネ
が
発
明
し
た
と
い
う
。

言
葉
に
で
き
な
い
激
情
を
表
す
ア
ウ
ロ
ス
は
、
叫
び
の
よ

う
な
音
色
で
人
間
の
心
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
り
、
人
を
感
情
的

に
し
、
道
徳
を
破
壊
す
る
危
な
い
楽
器
と
さ
れ
て
い
た
。
一

方
、
ア
ポ
ロ
ン
の
弾
く
キ
タ
ラ
は
、
調
和
の
と
れ
た
美
し
い

音
を
奏
で
人
間
の
心
を
平
穏
に
導
く
。
音
楽
は
人
の
心
や
行

動
に
良
い
影
響
も
悪
い
影
響
も
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
と
ギ
リ

シ
ア
人
た
ち
は
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
考
え
方
は
19
世

紀
の
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
に
よ
っ
て
、
芸
術
の
概
念
と
し
て

「
ア
ポ
ロ
ン
的
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
」
と
呼
ば
れ
た
。

音
楽
家
は
、
神
々
の
血
を
ひ
い
て
い
る
？
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音
楽
は
ゼ
ウ
ス
の
息
子
ア
ポ
ロ
ン
や
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
、
娘

ミ
ュ
ー
ズ
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
少
年
の
教
育
や
道
徳
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
だ
っ
た
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
は

音
楽
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
た

◆
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
音
楽
観
と
音
楽
生
活



ち
な
み
に
音
楽
は
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
芸
術
と
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に

端
を
発
す
る
。
同
じ
頃
、
音
楽
の
競
演
会
「
音
楽
競
技
会
」

も
４
年
に
１
回
行
わ
れ
て
い
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
若
者
の

理
想
的
な
姿
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
逞
し
い
体
と
音
楽
が

で
き
る
繊
細
な
感
性
を
同
時
に
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
。

「
強
く
勇
敢
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
無
骨
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
自
ら
リ
ラ
（
小
型
の
キ
タ
ラ
）
で
伴
奏
し
な
が
ら
、

歌
を
披
露
で
き
る
く
ら
い
で
な
け
れ
ば
」
と
哲
学
者
プ
ラ
ト

ン
も
説
い
て
い
る
。
音
楽
は
成
長
す
る
上
で
そ
の
感
覚
や
思

考
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、

男
の
子
た
ち
は
必
ず
音
楽
を
学
ば
さ
れ
た
。

キ
タ
ラ
の
伴
奏
で
歌
う
技
術
を
競
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
競
演
会
は
、
舞
踏
や
拳
闘
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
合

唱
や
悲
劇
が
加
わ
り
、
次
第
に
大
掛
か
り
に
な
っ
て
い
っ
た
。

当
時
、
合
唱
団
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
市
民
で
構
成
さ
れ
て
い
た

の
で
、
競
演
会
は
だ
ん
だ
ん
と
、
自
分
た
ち
の
ポ
リ
ス
の
威

信
を
か
け
た
音
楽
の
戦
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

海
外
か
ら
著
名
な
芸
術
家
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
り
、
歌
の
形

式
や
楽
器
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
が
新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
競
演

会
を
通
じ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
音
楽
や
思
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
土
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
と
音
楽
は
、
男
子
の
身
だ
し
な
み
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中部ギリシアにあるパルナッソス山麓のデルフォイに残るアポロン神
殿。その宝物庫の石壁には、アポロンへの賛歌が刻まれていた。
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数
学
の
授
業
で
習
っ
た
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
を
覚
え
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
前
６
世
紀
頃
活
躍
し
た
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
数
学

者
と
し
て
有
名
だ
が
、
実
は
哲
学
者
で
あ
り
宗
教
家
で
も
あ

っ
た
。
万
物
の
根
源
を
「
数
」
と
考
え
、
天
文
学
や
音
楽
の

研
究
を
行
う
一
方
、
霊
魂
の
不
死
と
輪
廻
転
生
を
信
じ
、
霊

魂
の
救
い
を
目
的
と
す
る
宗
教
的
な
教
団
も
組
織
し
て
い
る
。

20
代
で
エ
ジ
プ
ト
に
留
学
し
、
哲
学
や
天
文
学
な
ど
を
学
ん

だ
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
音
楽
や
楽
器
の
種
類
の
多

さ
に
も
興
味
を
示
す
。

「
数
」
で
音
楽
を
説
明
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
は
あ
る
日
、
鍛
冶
屋
の
前
を
通
り
か
か
る
。
何
人
か
の

職
人
が
打
ち
鳴
ら
す
ハ
ン
マ
ー
の
音
と
響
き
。
い
く
つ
か
の

ハ
ン
マ
ー
の
音
が
重
な
っ
た
時
、
耳
に
心
地
良
い
響
き
も
あ

れ
ば
、
気
色
の
悪
い
響
き
も
あ
る
。
彼
は
鍛
冶
屋
の
中
に
入

っ
て
、
心
地
良
い
音
を
響
か
せ
る
４
本
の
ハ
ン
マ
ー
の
重
さ

を
測
っ
て
み
た
。
そ
の
重
さ
の
比
率
は
12
対
９
対
８
対
６
。

こ
の
比
率
を
も
と
に
、
自
分
で
作
っ
た
一
弦
琴
の
上
で
駒
を

動
か
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
音
を
出
す
実
験
を
行
い
、
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
音
律
（
別
名
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
）
を
生
み
出
し
た
。

音
律
と
は
、
音
の
基
準
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
律
は
弟
子
た
ち
を

初
め
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
を
通
じ
て
研
究
の
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
中
世
の
音
律
理
論
の
基
礎
と
な
っ
て
い
く
。

プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
多
く
の
哲
学
者
も
音

楽
に
つ
い
て
考
察
し
、
独
自
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
プ

ラ
ト
ン
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
音
楽
は

ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
初
等
教
育
の
二
大
科
目
。
こ
の
音
楽
に

音
楽
は
教
養
科
目

ハ
ン
マ
ー
の
音
か
ら
音
律
を
考
え
た

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
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古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
、
哲
学
者
に
と
っ
て
の
研
究
対
象
と

な
っ
た
音
楽
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
末
期
か
ら
中
世
を
通
じ
て
、

僧
侶
の
必
須
７
教
科
の
１
つ
に
な
る
。

鍛
冶
屋
の
ハ
ン
マ
ー
で
音
階
を

発
見
し
た
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

◆
学
問
と
し
て
の
音
楽



は
、
詩
歌
な
ど
の
今
で
い
う
文
学
や
文
法
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
広
い
意
味
を
持
つ
音
楽
か
ら
、
文
法
そ
の
他
の
教
科
を

分
け
た
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
。
彼
は
音
楽
と
文
章
（
読
み

書
き
）、
体
育
、
図
画
の
４
科
を
基
本
教
科
と
し
て
提
唱
し

た
。
こ
の
「
文
章
（
読
み
書
き
）」
に
は
、
文
法
・
修
辞

学
・
弁
証
法
・
算
術
・
幾
何
・
天
文
学
が
含
ま
れ
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
そ
の
分
け
方
は
少
し
強
引
な
気
も
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
教
科
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
も
伝
統
的
に
引
き
継

が
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
６
世
紀
に
活
躍
し
た
ロ
ー
マ
の
学

者
カ
ッ
シ
オ
ド
ル
ス
が
、
学
校
教
科
目
は
７
つ
に
す
る
べ
き

だ
と
主
張
。「
智
慧
は
そ
の
家
を
建
て
、
そ
の
七
つ
の
柱
を

伐
り
だ
す
」
と
い
う
旧
約
聖
書
の
一
節
が
そ
の
根
拠
だ
っ
た
。

こ
こ
に
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
ま
で
の
約
１
０
０
０

年
間
続
く
「
７
自
由
学
科
」
の
基
礎
が
で
き
上
が
る
。

７
自
由
学
科
は
、「
文
法
・
修
辞
学
・
弁
証
法
（
論
理
学
）」

の
言
語
グ
ル
ー
プ
と
「
算
術
（
算
数
）・
幾
何
学
・
天
文
学

（
占
星
術
）・
音
楽
」
の
数
学
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
た
。
前

者
の
３
科
は
形
式
科
と
見
な
さ
れ
た
中
級
科
目
。
後
者
の
４

科
は
実
質
科
と
考
え
ら
れ
、
や
や
上
級
科
目
。
７
科
と
も
中

世
に
お
い
て
教
会
学
校
の
教
育
の
中
心
で
あ
り
、
と
く
に
後

者
の
４
科
は
神
学
へ
の
入
門
科
目
だ
っ
た
。
僧
侶
の
基
本
的

教
養
と
し
て
７
学
科
の
考
え
方
は
根
強
く
、
13
世
紀
に
大
学

が
設
立
さ
れ
て
も
、
自
由
学
科
は
自
由
科
学
部
と
し
て
独
立
。

専
門
学
部
の
予
備
課
程
と
し
て
存
在
し
続
け
た
。
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プラトンは、音楽は魂を浄化し、教育的な効果があると強調。アリス
トテレスは、音楽は暇な時の高尚な享楽の1つでもあると説いた。

はみだし

ピタゴラス音律の振動比�

ハ音に�
対する�
振動比�

隣り合った�
音どうしの�
音程�

ハ�ニ�ホ�ヘ�ト�イ�ロ�ハ�

1
9�

8

4�

3

3�

2

81�

64

27�

16

243�

128
2

9�

8

9�

8

256�

243

9�

8

9�

8

9�

8

256�

243
（参考：『音楽大事典』平凡社）�



今
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
歌
わ
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
の
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
。
男
声
だ
け
で
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
を
一
斉
に
歌

う
シ
ン
プ
ル
な
響
き
が
心
を
和
ま
せ
る
の
か
、
こ
こ
数
年
人

気
が
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
も
多
く
出
て
い
る
。
こ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖

歌
は
、「
大
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
修
道
士
た
ち
に

愛
さ
れ
て
き
た
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
１
世
（
在
位
５
９
０
〜

６
０
４
）
が
、
聖
霊
か
ら
霊
感
を
受
け
て
創
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
も
長
い
間
、
彼
が
編
纂
し
体
系
化
し
た
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
多
く
の
教
皇
た
ち

が
そ
の
編
纂
に
関
わ
り
、
今
の
形
が
で
き
上
が
っ
た
の
は
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
１
世
の
時
代
よ
り
ず
っ
と
後
だ
っ
た
よ
う
だ
。

編
纂
の
中
心
人
物
は
、
彼
よ
り
１
世
紀
以
上
後
に
出
て
く
る

同
名
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
２
世
（
在
位
７
１
５
〜
７
３
１
）
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
１
世
が
教
皇
に
つ
い
た
６
世
紀
末
、
教
会

の
儀
式
や
聖
歌
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
が
存
在
し
て
い

た
。
西
に
は
ロ
ー
マ
式
、
ミ
ラ
ノ
式
、
ス
ペ
イ
ン
式
。
東
に

は
ビ
ザ
ン
ツ
式
…
…
。
３
９
５
年
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
東
西
分

裂
後
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
事
実
上
崩
壊
し
、
他
民
族
の
侵
入

や
移
動
が
相
次
ぎ
、
経
済
や
政
治
は
混
乱
し
て
い
た
。
い
わ

ゆ
る
暗
黒
時
代
で
あ
る
。
政
治
的
統
一
が
な
い
た
め
、
情
報

が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
各
地
の
教
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
儀
式
と
聖
歌
が
発
達
し
て
い
っ
た
。

教
会
の
儀
式
に
お
い
て
、
歌
う
こ
と
は
、
初
期
の
頃
か
ら

重
要
な
パ
ー
ト
を
占
め
て
い
た
。
式
を
執
り
行
う
司
式
者
と

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
助
祭
や
副
助
祭
、
１
人
あ
る
い
は
数

聖
歌
は
、
教
会
の
儀
式
に
欠
か
せ
な
い
も
の

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
創
っ
た
の
は
教
皇
か
？

聖
霊
か
？
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聖
歌
と
儀
式
の
統
一
で
ロ
ー
マ
復
権
を
め
ざ
し
た
教
皇
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
。
聖
歌
が
よ
り
壮
麗
に
な
る
に
従
っ
て
、
そ

の
担
い
手
は
会
衆
か
ら
プ
ロ
の
歌
手
へ
移
っ
て
い
っ
た
。

教
会
と
修
道
院
の〝
理
想
の
歌
〞

探
し
で
さ
ま
ざ
ま
な
聖
歌
が
誕
生

◆
聖
歌
と
音
楽



人
の
カ
ン
ト
ル
と
呼
ば
れ
る
先
唱
者
、
教
会
に
集
ま
っ
て
き

た
会
衆
に
よ
っ
て
、
儀
式
は
歌
を
交
え
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

聖
歌
隊
が
そ
こ
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
会
衆
た
ち

は
カ
ン
ト
ル
や
聖
歌
隊
の
歌
や
司
式
者
や
助
祭
の
言
葉
に
、

歌
で
応
答
し
た
。
音
楽
の
指
導
的
な
役
割
を
す
る
の
は
カ
ン

ト
ル
で
、
彼
は
声
と
手
ぶ
り
で
指
揮
を
し
て
い
た
と
い
う
。

や
が
て
、
聖
歌
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
か
ら
だ
ん
だ
ん
複
雑

に
、
芸
術
的
に
も
豊
か
な
も
の
に
な
り
始
め
、
聖
歌
の
担
い

手
も
会
衆
か
ら
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
歌

い
手
た
ち
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
教

会
や
修
道
院
で
は
独
自
の
新
作
聖
歌
創
り
へ

の
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
儀
式
を
よ
り

壮
麗
に
す
る
た
め
、
既
存
の
聖
歌
に
そ
の
祝

日
や
儀
式
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
を
挿
入
し
た

り
、
即
興
的
な
メ
ロ
デ
ィ
を
付
加
す
る
「
ト

ロ
ー
プ
ス
」
と
い
う
習
慣
も
広
ま
っ
て
き
た
。

聖
歌
は
口
承
伝
達
に
よ
っ
て
代
々
受
け
継

が
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
複
雑
な
動
き
を
持

つ
メ
ロ
デ
ィ
や
新
し
い
聖
歌
が
増
え
て
く
る

と
、
そ
の
全
部
を
覚
え
て
、
正
確
に
伝
え
て

い
く
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
記
憶
を

助
け
る
覚
え
書
き
が
必
要
と
な
り
、
９
世
紀
、

記
譜
法
が
生
ま
れ
始
め
た
。
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最も初期の教会において、楽器は、異教の祭りや世俗的な場所で使用
されていたという理由から、禁止されていた。

はみだし

カロリング帝国と各地の聖歌�

アングロ ＝�
サクソン王国�

シャルル禿頭王�
の王国�
（西フランキア）�

アンブロジオ�
（ミラノ）聖歌聖歌�
アンブロジオ�
（ミラノ）聖歌�

ビザンツ�
聖歌�

ガリア聖歌�

コルドバ回教国�

ルートヴィヒ・�
ドイツ人王の王国�
　　　　（東フランキア）�

ロタールの王国�

ザクセン�

ボヘミア�

教皇領�

スポレート公領�

ベネヴェント�
公領�

シチリア�

プロヴァンス�

スペイン辺境伯領�

ブルターニュ�
辺境領�

ロンドン�

ナント�

ルーアン� ランス�

メッス�
ストラスプール�

アーヘン�
ケルン�

ブレーメン�
ハンブルク�

マインツ�

ザルツブルク�

ザンクト・ガレン�

ジュネーヴ�

ニース�

ミラノ�ヴェネツィア�

ラヴェンナ�

ローマ� ペネヴェント�

ナポリ�

パリ�

トゥール�

トゥールーズ�

マドリッド�

トレド�

バルセロナ�

カンタベリー�

モサラベ聖歌�

グレゴリオ聖歌�

（参考：『西洋の音楽と社会①西洋音楽の曙』音楽之友社）�



聖
歌
は
初
め
１
つ
の
旋
律
で
で
き
て
い
た
が
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
て
壮
麗
な
雰
囲
気
を
出
し
た
り
、
旋
律
を
目

立
た
せ
る
た
め
に
１
つ
の
旋
律
を
２
人
で
歌
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
時
、
ど
ん
な
ふ
う
に
歌
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

作
者
不
明
の
『
ム
シ
カ
・
エ
ン
キ
リ
ア
デ
ィ
ス
（
音
楽
提

要
）』
と
い
う
１
冊
の
音
楽
入
門
書
が
あ
る
。
こ
の
中
に
ギ

リ
シ
ア
文
字
を
変
形
し
た
記
号
の
よ
う
な
も
の
で
記
譜
さ
れ

た
聖
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
不
思
議
な
絵
の
よ
う
な
楽
譜
だ
。

左
端
に
目
盛
り
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
た
柱
。
こ
れ
が
音

の
高
さ
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
な
ラ
イ
ン
を
描

き
な
が
ら
動
く
２
つ
の
旋
律
が
あ
る
。
１
つ
は
主
声
部
と
呼

ば
れ
た
既
存
の
聖
歌
の
旋
律
。
も
う
１
つ
が
付
加
声
部
あ
る

い
は
オ
ル
ガ
ヌ
ム
（
道
具
、
オ
ル
ガ
ン
の
意
味
）
声
部
と
呼

ば
れ
、
主
声
部
の
下
に
位
置
し
て
い
る
。
２
つ
の
旋
律
の
幅

は
５
度
に
決
め
ら
れ
、
並
行
し
て
動
い
て
い
る
。

こ
の
本
は
大
体
９
０
０
年
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
の
修
道

院
で
記
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
多
声
音
楽
が

記
さ
れ
た
最
古
の
文
献
だ
。

主
声
部
で
あ
る
聖
歌
の
付
加
の
役
割
を
し
て
い
た
オ
ル
ガ

ヌ
ム
は
、
初
め
は
き
ち
ん
と
聖
歌
の
下
に
納
ま
り
、
同
じ
よ

う
に
動
い
て
い
た
。
そ
の
う
ち
例
外
進
行
が
表
れ
て
く
る
。

主
声
部
と
違
っ
た
方
向
に
動
い
て
み
た
り
、
主
声
部
の
上
に

飛
び
出
し
て
み
た
り
。
そ
う
な
る
と
音
の
動
き
が
複
雑
に
な

り
、
旋
律
を
覚
え
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
な
っ
て
く
る
。

そ
の
頃
の
聖
歌
教
育
は
、
口
頭
に
よ
る
繰
り
返
し
と
記
憶

力
に
頼
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
に
聖
歌
を
教
え

譜
線
の
発
明
者
、
グ
イ
ー
ド
・
ダ
レ
ッ
ツ
ォ

１
つ
の
声
に
、
も
う
１
つ
声
を
足
し
て
み
よ
う
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記
譜
法
が
生
ま
れ
、
譜
線
が
生
ま
れ
、
音
の
高
さ
が
書
き

記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
音
の
長
さ
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
多
声
音
楽
が
主
流
に
な
っ
て
い
っ
た
。

10
世
紀
の
楽
譜
は

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
で
は
な
く
柱
の
絵

◆
記
譜
法
の
誕
生



る
の
に
は
約
10
年
か
か
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

何
と
か
そ
の
教
授
の
手
間
を
軽
く
し
て
、
習
得
の
期
間
を

短
く
で
き
な
い

か
、
と
考
え
た

の
が
、
譜
線
の

発
明
者
と
さ
れ

る
グ
イ
ー
ド
・

ダ
レ
ッ
ツ
ォ
で

あ
る
。

グ
イ
ー
ド
は
、

９
９
５
年
頃
イ

タ
リ
ア
中
部
の

ト
ス
カ
ー
ナ
地

方
ア
レ
ッ
ツ
ォ

に
生
ま
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

修
道
会
で
教
育

を
受
け
た
が
、

同
僚
の
反
感
を
買
い
、
各
地
を
転
々
と
し
た
。
そ
の
後
ア
レ

ッ
ツ
ォ
の
司
教
に
仕
え
、
大
聖
堂
附
属
の
学
校
で
教
鞭
を
と

り
つ
つ
、
少
年
聖
歌
隊
の
指
導
に
あ
た
る
。
教
育
者
と
し
て

の
名
声
は
ロ
ー
マ
ま
で
聞
こ
え
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
19
世
に
召

さ
れ
て
、
ロ
ー
マ
で
も
教
鞭
を
と
っ
た
よ
う
だ
。

音
楽
教
育
現
場
の
苦
労
を
知
っ
て
い
た
グ
イ
ー
ド
は
、
音

を
目
で
読
み
取
れ
る
実
用
的
な
方
法
を
編
み
出
そ
う
と
し
た
。

当
時
、
赤
と
黄
の
２
つ
の
線
が
音
の
高
さ
を
表
す
の
に
使
わ

れ
て
い
た
が
、
彼
は
そ
の
間
に
１
つ
、
赤
の
上
に
１
つ
黒
い

線
を
足
し
た
。
四
線
譜
表
の
誕
生
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
譜
線

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
２
年
で
聖
歌
を
教

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

音
の
高
さ
を
示
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
記
譜
法
は
、
そ
の

後
、
音
の
長
さ
や
リ
ズ
ム
を
示
す
方
法
が
考
案
さ
れ
、
声
楽

と
器
楽
で
違
っ
て
い
た
記
譜
法
も
統
一
さ
れ
て
い
く
。

今
日
の
五
線
記
譜
法
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
17
世
紀
の
こ

と
で
あ
る
。

音
楽
教
育
を
や
さ
し
く
し
よ
う
と

発
明
さ
れ
た
譜
線
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この頃の聖歌隊は、楽譜台を囲んで演奏していたため、楽譜は大判だ
った。新聞紙を開いたくらいの大きさのものも多かった。

はみだし

900年頃の不思議な楽譜�

（出典：『音楽提要』）�


